
(57)【要約】

【課題】綿棒やティッシュペーパなどに自然な毛細管力

で吸収できる分量の内溶液を容易に含浸させることがで

きる液体容器を提供する。

【解決手段】内溶液２を収容するタンク３と、前記タン

ク３内部と外部とを連通する開口部５と、前記タンク３

内部から前記開口部５に亘り連続的に配設されて該タン

ク３内の内溶液２を前記開口部５付近まで毛細管力によ

り吸い上げることができる液体誘導体６と、前記タンク

３内部と外部とを通気する通気孔８と、前記タンク３内

の内溶液２の揮発を防止するキャップ７とを有するもの

とする。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
液 体 を 収 容 す る タ ン ク と 、
前 記 タ ン ク 内 部 と 外 部 と を 連 通 す る 開 口 部 と 、
前 記 タ ン ク 内 部 か ら 前 記 開 口 部 に 亘 り 連 続 的 に 配 設 さ れ て 該 タ ン ク 内 の 液 体 を 前 記 開 口 部
付 近 ま で 毛 細 管 力 に よ り 吸 い 上 げ る こ と が で き る 液 体 誘 導 体 と 、
前 記 タ ン ク 内 部 と 外 部 と を 通 気 す る 通 気 孔 と 、
前 記 タ ン ク 内 の 液 体 の 揮 発 を 防 止 す る キ ャ ッ プ と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 液 体 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 液 体 誘 導 体 は 、 前 記 開 口 部 に 配 設 さ れ た 一 端 部 が 外 力 に よ り 変 形 し て も 復 元 可 能 に 構
成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 体 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 連 通 孔 は 、 前 記 開 口 部 近 傍 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の
液 体 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 液 体 誘 導 体 は 、 前 記 タ ン ク 内 部 か ら 前 記 開 口 部 に 亘 り 外 周 部 を 包 囲 す る 筒 状 の 保 持 部
材 を 介 し て 配 設 さ れ 、
前 記 連 通 孔 は 、 前 記 保 持 部 材 と タ ン ク 内 壁 部 と に よ り 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 乃 至 ３ の う ち の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 液 体 容 器 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 開 口 部 付 近 に 、 該 開 口 部 に 配 設 さ れ た 液 体 誘 導 体 の 一 端 部 を 押 圧 し た 際 に 溢 れ る 液 体
を 収 容 す る 液 体 少 量 供 給 部 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の う ち の 何 れ か 一 項
に 記 載 の 液 体 容 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 液 体 容 器 の 構 造 に 関 し 、 特 に 、 タ ン ク 内 に 液 体 を 充 填 し た 液 体 容 器 に 関 す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
通 常 、 化 粧 品 用 リ ム ー バ や 接 着 剤 プ ラ イ マ ー な ど の 液 体 製 品 は 、 単 純 な タ ン ク と キ ャ ッ プ
か ら な る 容 器 に 充 填 さ れ て 使 用 さ れ る 。
こ れ ら の 製 品 を 使 用 す る 際 に は 、 化 粧 品 用 リ ム ー バ な ど の 場 合 は 、 タ ン ク を 傾 け て 内 溶 液
を 直 接 綿 棒 や テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ に 含 浸 さ せ て 使 用 す る こ と が 多 く 、 ま た 、 接 着 剤 プ ラ イ マ
ー な ど で の 場 合 は 、 小 皿 な ど に 内 溶 液 を 滴 下 し て 綿 棒 や テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ に 含 浸 さ せ て 使
用 す る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し な が ら 、 上 述 し た 何 れ の 場 合 で も 液 量 は 調 整 が 難 し く 、 か な り 過 剰 の 内 溶 液 を 消 費
し て し ま う と い う 欠 点 が あ る 。 特 に 、 含 浸 部 分 の 外 径 が １ ｍ ｍ 程 度 の 小 型 綿 棒 な ど を 使 用
し て 微 細 な 塗 布 を 行 な う 場 合 な ど に は 、 内 溶 液 が 過 剰 に 消 費 さ れ る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 綿 棒 な ど で 一 部 部 位 の 化 粧 を 落 と す 時 な ど は 、 綿 棒 に 過 剰 の 液 が 含 浸 さ れ る と 、 使
用 中 に 液 が 垂 れ 落 ち た り 、 綿 棒 を 皮 膚 に 接 触 し て 押 圧 し た と き に 綿 棒 が 圧 縮 さ れ て 液 が 溢
れ て 垂 れ 落 ち た り す る と い う 不 具 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 タ ン ク 内 全 体 に ス ポ ン ジ な ど の 吸 蔵 体 を 設 け た 液 体 を 含 浸
さ せ た も の が 知 ら れ て い る が 、 こ の 場 合 、 内 溶 液 の 残 量 が 確 認 で き な い と い う 問 題 点 が あ
っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 綿 棒 や テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ な
ど に 自 然 な 毛 細 管 力 で 吸 収 で き る 分 量 の 内 溶 液 を 容 易 に 含 浸 さ せ る こ と が で き る 液 体 容 器
を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 液 体 容 器 に 係 り 、 液 体 を 収 容 す る タ ン ク と 、 前 記 タ ン ク 内 部 と 外 部 と を 連 通 す
る 開 口 部 と 、 前 記 タ ン ク 内 部 か ら 前 記 開 口 部 に 亘 り 連 続 的 に 配 設 さ れ て 該 タ ン ク 内 の 液 体
を 前 記 開 口 部 付 近 ま で 毛 細 管 力 に よ り 吸 い 上 げ る こ と が で き る 液 体 誘 導 体 と 、 前 記 タ ン ク
内 部 と 外 部 と を 通 気 す る 通 気 孔 と 、 前 記 タ ン ク 内 の 液 体 の 揮 発 を 防 止 す る キ ャ ッ プ と を 有
す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
こ の 構 成 に よ れ ば 、 タ ン ク 内 よ り 供 給 さ れ る 液 体 は 、 液 体 誘 導 体 の 毛 細 管 力 に よ り 吸 い 上
げ ら れ る 分 量 と な る た め 、 綿 棒 や テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ な ど を 誘 導 体 端 部 に 接 触 さ せ て 綿 棒 な
ど の 毛 管 力 を 自 然 に 吸 い 込 ま せ る か 、 開 口 部 の 液 体 誘 導 体 端 部 を 押 圧 す る こ と で 、 そ の 押
圧 加 減 に 応 じ て 液 体 誘 導 体 端 部 に 含 浸 さ れ た 液 体 を 綿 棒 や テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ な ど に 適 量 含
浸 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 液 体 誘 導 体 の 構 成 を 、 前 記 開 口 部 に 配 設 さ れ た 一 端 部 が 外 力 に よ り
変 形 し て も 復 元 可 能 と す る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 構 成 す る こ と で 、 液 体 誘 導 体 の 端
部 を 変 形 さ せ て 含 浸 さ れ た 液 体 を 押 し 出 し こ と が で き 、 繰 り 返 し 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 連 通 孔 を 前 記 開 口 部 近 傍 に 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 構
成 す る こ と で 、 キ ャ ッ プ に よ り 開 口 部 を 密 閉 す る 際 に 連 通 孔 を 同 時 に 密 閉 す る こ と が で き
、 密 閉 状 態 を 確 実 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 液 体 誘 導 体 を 前 記 タ ン ク 内 部 か ら 前 記 開 口 部 に 亘 り 外 周 部 を 包 囲 す
る 筒 状 の 保 持 部 材 を 介 し て 配 設 し 、 前 記 連 通 孔 を 前 記 保 持 部 材 と タ ン ク 内 壁 部 と に よ り 形
成 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 構 成 す る こ と で 、 タ ン ク と 開 口 部 と を 簡 単 な 構 成 で 形
成 で き 、 か つ 組 立 て 作 業 を 容 易 に し て 、 し か も 確 実 に 連 通 孔 を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 開 口 部 付 近 に 、 該 開 口 部 に 配 設 さ れ た 液 体 誘 導 体 の 一 端 部 を 押 圧 し
た 際 に 溢 れ る 液 体 を 収 容 す る 液 体 少 量 供 給 部 を 設 け る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う な 構 成 に
よ る と 、 液 体 少 量 供 給 部 に 貯 溜 し た 所 定 量 の 液 体 を 供 給 で き る の で 、 綿 棒 や テ ィ ッ シ ュ ペ
ー パ 等 に 液 体 を 定 量 的 に 含 浸 さ せ る こ と が で き 、 し か も 小 型 の 綿 棒 で も 自 然 な 毛 細 管 力 に
よ り 液 体 を 適 宜 に 含 浸 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ ～ 図 ４ は 発 明 を 実 施 す る 形 態 の 一 例 で あ っ て 、 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る
液 体 容 器 の 全 体 構 成 を 示 す 側 面 断 面 図 、 図 ２ は 前 記 液 体 容 器 に よ る 綿 棒 へ の 液 体 供 給 操 作
を 示 す 説 明 図 、 図 ３ は 前 記 液 体 容 器 の 開 口 部 近 傍 の 液 体 供 給 時 の 詳 細 を 示 す 拡 大 図 、 図 ４
は 前 記 液 体 容 器 の 開 口 部 近 傍 の 液 体 供 給 状 態 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 １ 実 施 形 態 の 液 体 容 器 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 内 部 に 中 空 部 ３ ａ を 構 成 し 内 溶 液 ２ を
収 容 す る よ う に し た 円 筒 状 の タ ン ク ３ と 、 該 タ ン ク ３ の 一 部 よ り 円 筒 状 に 突 設 さ れ た 液 体
供 給 部 ４ と を 備 え 、 該 液 体 供 給 部 ４ の 先 端 部 に 前 記 タ ン ク ３ 内 部 と 外 部 と を 連 通 す る 開 口
部 ５ を 形 成 し 、 前 記 タ ン ク ３ 内 部 か ら 前 記 開 口 部 ５ に 亘 り 連 続 的 に 液 体 誘 導 体 ６ を 配 設 し
て 、 該 タ ン ク ３ 内 の 内 溶 液 ２ を 前 記 開 口 部 ５ 付 近 ま で 毛 細 管 力 に よ り 吸 い 上 げ る よ う に 構
成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 開 口 部 ５ 近 傍 に は 、 該 開 口 部 ５ を 覆 う よ う に キ ャ ッ プ ７ が 着 脱 自 在 に 嵌 合 装 着 さ れ 、
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開 口 部 ５ お よ び 該 開 口 部 ５ 近 傍 に 形 成 さ れ る 通 気 孔 ８ を 密 閉 し て 、 タ ン ク ３ 内 の 液 体 ２ が
前 記 開 口 部 ５ や 通 気 孔 ８ か ら 漏 洩 し た り 蒸 発 し た り す る こ と を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 液 体 誘 導 体 ６ は 、 多 数 の 合 成 繊 維 束 に よ り 略 円 柱 状 に 構 成 さ れ 、 前 記 開 口 部 ５ 付 近 に
配 設 さ れ た 先 端 部 ６ ａ が 外 力 に よ り 変 形 し て も 復 元 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 液
体 誘 導 体 ６ は 、 略 円 柱 状 の 外 周 部 を 包 囲 す る 筒 状 の 保 持 部 材 ９ を 介 し て 前 記 タ ン ク ３ 内 の
タ ン ク 底 部 ３ ｂ 近 傍 か ら 前 記 開 口 部 ５ に 亘 り 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
前 記 保 持 部 材 ９ は 、 前 記 液 体 供 給 部 ４ の 先 端 部 ４ ａ よ り タ ン ク 底 部 ３ ｂ 近 傍 に 亘 り 略 直 線
に 延 設 さ れ 、 特 に 先 端 部 ４ ａ に 位 置 す る 部 分 に は 、 円 周 方 向 に 突 設 さ れ た 鍔 部 ９ ａ が 形 成
さ れ て 前 記 先 端 部 ４ ａ 上 に 掛 か る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
前 記 液 体 供 給 部 ４ 内 に 保 持 部 材 ９ を 嵌 挿 し た 状 態 で 、 図 ３ 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 前 記 液 体
供 給 部 ４ の 内 壁 面 と 保 持 部 材 ９ の 外 周 面 と の 間 に 通 気 孔 ８ ａ と な る 隙 間 ま た は 溝 部 が 構 成
さ れ る と と も に 、 前 記 液 体 供 給 部 ４ の 先 端 部 ４ ａ と 前 記 保 持 部 材 ９ の 鍔 部 ９ ａ と の 間 に 通
気 孔 ８ ｂ と な る 隙 間 ま た は 溝 部 が 構 成 さ れ て い る 。 尚 、 前 記 通 気 孔 ８ ａ 、 ８ ｂ を 連 続 的 に
構 成 し た も の を 通 気 孔 ８ と 称 す る と と も に 図 示 す る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
前 記 通 気 孔 ８ を 通 っ て タ ン ク ３ 内 部 を 外 部 に 通 気 す る こ と で 、 タ ン ク ３ 内 部 の 圧 力 が 変 動
し た 場 合 、 例 え ば 、 タ ン ク ３ 内 部 の 内 溶 液 が 減 少 し て タ ン ク ３ 内 部 の 圧 力 が 低 下 し た 場 合
に 、 前 記 通 気 孔 ８ を 介 し て 減 少 し た 内 溶 液 の 分 量 だ け 外 部 の 空 気 を タ ン ク ３ 内 部 に 取 り 込
ん で 、 タ ン ク ３ 内 部 の 圧 力 を 一 定 に 保 つ よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 体 容 器 １ の 作 用 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
液 体 容 器 １ 内 に 内 溶 液 ２ が 充 填 さ れ て い る 状 態 で は 、 図 １ 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 液 体 誘 導
体 ６ の 毛 細 管 力 に よ り 常 に 液 体 誘 導 体 ６ の 先 端 ま で 内 溶 液 ２ が 含 浸 さ れ て い る 。 タ ン ク ３
内 の 内 溶 液 ２ を 使 用 す る 場 合 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 綿 棒 ２ ０ を 液 体 供 給 部 ４ の 先 端 部 の 開
口 部 ５ に 配 置 し て 、 開 口 部 ５ 内 に 露 出 し て い る 液 体 誘 導 体 ６ の 先 端 部 ６ ａ よ り 内 溶 液 ２ を
綿 棒 ２ ０ に 含 浸 さ せ て 使 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
綿 棒 ２ ０ に 内 溶 液 ２ を 含 浸 さ せ る に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ま ず 、 液 体 誘 導 体 ６ の 先 端 部
６ ａ に 綿 棒 ２ ０ を 押 し 付 け て 開 口 部 ５ 内 部 に 向 か い 変 形 さ せ る 。 す る と 、 前 記 先 端 部 ６ ａ
は 綿 棒 ２ ０ の 押 圧 に よ り 圧 縮 変 形 し て 、 液 体 誘 導 体 ６ 内 部 に 含 浸 さ れ た 内 溶 液 ２ が 先 端 部
６ ａ の 上 側 に 滲 み 出 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の と き 、 前 記 先 端 部 ６ ａ と 綿 棒 ２ ０ と は 接 触 し て い る の で 、 綿 棒 ２ ０ は 先 端 部 ６ ａ か ら
内 溶 液 ２ を 吸 収 す る と と も に 、 滲 み 出 た 内 溶 液 ２ を 毛 細 管 力 に よ り 瞬 時 に 吸 収 す る 。
こ う し て 、 前 記 綿 棒 ２ ０ に 必 要 量 の 内 溶 液 ２ を 含 浸 さ せ た 後 、 該 綿 棒 ２ ０ を 液 体 誘 導 体 ６
か ら 離 間 し て 内 溶 液 ２ の 取 り 出 し は 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
綿 棒 ２ ０ が 液 体 誘 導 体 ６ の 先 端 部 ６ ａ よ り 離 間 さ れ る と 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 先 端 部 ６ ａ
は 弾 性 力 に よ り 変 形 状 態 か ら 復 元 し て も と の 形 状 に 戻 る 。
こ の と き 、 先 端 部 ６ ａ 内 に 含 浸 さ れ た 内 溶 液 ２ の 量 は 、 一 部 が 綿 棒 ２ ０ に 吸 収 さ れ た た め
に 所 定 の 含 浸 量 よ り 減 少 す る が 、 速 や か に 毛 細 管 力 に よ り タ ン ク ３ 内 部 の 内 溶 液 ２ が 吸 い
上 げ ら れ て 補 給 さ れ 所 定 の 含 浸 量 に 戻 る 。
こ う し て 、 液 体 誘 導 体 ６ の 先 端 部 ６ ａ は 、 次 の 内 溶 液 ２ の 供 給 に 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 を 構 成 し た の で 、 液 体 容 器 １ に よ れ ば 、 綿 棒 ２ ０ の よ う に 毛 細
管 力 を 有 す る も の を 用 い て 、 液 体 誘 導 体 ６ の 先 端 部 ６ ａ か ら い つ で も 簡 単 に 内 溶 液 ２ を 取
り 出 す こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
尚 、 本 実 施 形 態 で は 、 通 気 孔 ８ を 液 体 誘 導 体 ６ の 保 持 部 材 ９ と 液 体 供 給 部 と の 隙 間 に 構 成
し て い る が 、 本 発 明 は 、 タ ン ク 内 部 を 通 気 す る 通 気 孔 の 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
例 え ば 、 本 実 施 形 態 の 変 形 例 と し て 、 図 ５ 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 概 ね 本 実 施 形 態 の 液 体 容
器 １ と 同 様 な 構 成 を 有 す る 液 体 容 器 １ ０ １ に お い て 、 液 体 供 給 部 １ ０ ４ に 嵌 挿 さ れ た 円 柱
状 の 液 体 誘 導 体 １ ０ ６ の 保 持 部 材 １ ０ ９ の 先 端 部 １ ０ ９ ａ に 、 開 口 部 １ ０ ５ に 近 接 し て 、
且 つ 該 開 口 部 １ ０ ５ よ り も 突 出 し て 通 気 孔 １ ０ ８ を 構 成 す る よ う に し た も の で あ っ て も よ
い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
前 記 通 気 孔 １ ０ ８ は 、 突 出 部 分 に 形 成 さ れ る 先 端 側 通 気 孔 １ ０ ８ ｂ の 開 口 面 積 よ り も 液 体
供 給 部 １ ０ ４ 内 側 に 形 成 さ れ る タ ン ク 側 通 気 孔 １ ０ ８ ａ の 開 口 面 積 の 方 が 大 き く な る よ う
に 構 成 さ れ て い る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 突 出 し た 通 気 孔 １ ０ ８ を ノ ズ ル の よ う に 使 用 し て
、 通 気 孔 １ ０ ８ よ り 内 溶 液 を 少 量 ず つ 流 出 さ せ て 、 コ ッ ト ン 、 テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ な ど に 必
要 量 液 体 を 含 ま せ て 使 用 す る こ と も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 液 体 誘 導 体 ６ を 多 数 の 合 成 繊 維 束 に よ り 略 円 柱 状 に 構 成 し て い る
が 、 本 発 明 は 、 液 体 誘 導 体 ６ の 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 液 体 誘 導 体 を 繊
維 束 棒 状 体 や ス ポ ン ジ な ど の 多 孔 質 体 に よ り 構 成 し た も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
さ ら に 、 例 え ば 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 円 柱 状 の 液 体 誘 導 体 ２ ０ ６ の 略 中 央 部 に 、 毛 管 力 を
有 す る ス リ ッ ト ２ ０ ８ を 軸 線 方 向 に 沿 っ て 形 成 し た も の や 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 円 柱 状 の
液 体 誘 導 体 ３ ０ ６ の 略 中 央 部 に 、 円 周 方 向 に 向 か い 放 射 状 に 形 成 さ れ た 毛 管 力 を 有 す る ス
リ ッ ト ３ ０ ８ を 軸 線 方 向 に 沿 っ て 形 成 し た も の の 適 応 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 綿 棒 ２ ０ な ど に よ り 液 体 誘 導 体 ６ の 端 部 ６ ａ を 押 圧 、 変 形 さ せ て
液 体 を 滲 み 出 さ せ て 、 こ れ を 該 綿 棒 ２ ０ な ど に 含 浸 さ せ て い る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ
れ る も の で は な く 、 液 体 誘 導 体 の 先 端 部 を 変 形 さ せ る ほ ど 押 圧 せ ず に 、 綿 棒 な ど を 接 触 さ
せ て そ の 毛 管 力 で 液 体 を 含 浸 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
次 に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
図 ９ ～ 図 １ ４ は 、 発 明 を 実 施 す る 形 態 の 第 ２ の 例 で あ っ て 、 図 ９ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形
態 に 係 る 液 体 容 器 の 全 体 構 成 を 示 す 側 面 断 面 図 、 図 １ ０ は 前 記 液 体 容 器 に 嵌 挿 さ れ る 液 体
誘 導 体 を 保 持 す る 保 持 部 材 の 構 成 を 示 す 側 面 断 面 図 、 図 １ １ は 図 １ ０ の Ｂ 矢 視 図 、 図 １ ２
は 前 記 保 持 部 材 の 中 栓 部 近 傍 の 構 成 を 示 す 部 分 詳 細 断 面 図 、 図 １ ３ は 前 記 液 体 誘 導 体 か ら
の 液 体 供 給 時 の 内 溶 液 を 取 り 出 す 操 作 を 示 す 部 分 詳 細 断 面 図 、 図 １ ４ は 前 記 液 体 誘 導 体 か
ら 所 定 量 の 内 溶 液 を 取 り 出 し た 状 態 を 示 す 部 分 詳 細 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
第 ２ 実 施 形 態 の 液 体 容 器 ４ ０ １ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 内 部 に 中 空 部 ４ ０ ３ ａ を 構 成 し 内
溶 液 ２ を 収 容 す る よ う に し た 円 筒 状 の タ ン ク ４ ０ ３ と 、 該 タ ン ク ４ ０ ３ の 一 部 よ り 円 筒 状
に 突 設 さ れ た 液 体 供 給 部 ４ ０ ４ と を 備 え 、 該 液 体 供 給 部 ４ ０ ４ の 先 端 部 に 前 記 タ ン ク ４ ０
３ 内 部 と 外 部 と を 連 通 す る 開 口 部 ４ ０ ５ を 形 成 し 、 前 記 タ ン ク ４ ０ ３ 内 部 か ら 前 記 開 口 部
４ ０ ５ に 亘 り 連 続 的 に 液 体 誘 導 体 ６ を 配 設 し て 、 該 タ ン ク ４ ０ ３ 内 の 内 溶 液 ２ を 前 記 開 口
部 ４ ０ ５ 付 近 ま で 毛 細 管 力 に よ り 吸 い 上 げ る よ う に 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
前 記 開 口 部 ４ ０ ５ 近 傍 に は 、 該 開 口 部 ４ ０ ５ お よ び 後 述 す る 開 口 部 ４ ０ ５ 近 傍 に 形 成 さ れ
る 通 気 孔 ４ ０ ８ を 覆 う よ う に キ ャ ッ プ ４ ０ ７ が 着 脱 自 在 に 嵌 合 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
前 記 液 体 誘 導 体 ４ ０ ６ は 、 多 数 の 合 成 繊 維 束 に よ り 略 円 柱 状 に 構 成 さ れ 、 前 記 開 口 部 ４ ０
５ 付 近 に 配 設 さ れ た 先 端 部 ４ ０ ６ ａ が 外 力 に よ り 変 形 し て も 復 元 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。
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ま た 、 前 記 液 体 誘 導 体 ４ ０ ６ は 、 略 円 柱 状 の 外 周 部 を 包 囲 す る 筒 状 の 保 持 部 材 ４ ０ ９ の 介
し て 前 記 タ ン ク ４ ０ ３ 内 の タ ン ク 底 部 ４ ０ ３ ｂ 近 傍 か ら 前 記 開 口 部 ４ ０ ５ に 亘 り 配 設 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
前 記 保 持 部 材 ４ ０ ９ は 、 図 ９ 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 前 記 液 体 供 給 部 ４ ０ ４ の 先 端 部 ４ ０
４ ａ よ り タ ン ク 底 部 ４ ０ ３ ｂ 近 傍 に 亘 り 略 直 線 に 延 設 さ れ 、 特 に 先 端 部 ４ ０ ４ ａ に 位 置 す
る 部 分 は 、 該 先 端 部 ４ ０ ４ ａ の 開 口 部 分 と 嵌 合 さ れ る 寸 法 で 構 成 さ れ 、 そ の 上 部 に は 先 端
部 ４ ０ ４ ａ の 開 口 部 分 よ り 大 径 で 段 付 き 状 に 中 栓 部 ４ ０ ９ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
前 記 保 持 部 材 ４ ０ ９ の 壁 部 内 に は 、 タ ン ク ４ ０ ３ 内 部 に 配 置 さ れ る 筒 状 部 分 を 通 っ て 前 記
中 栓 部 ４ ０ ９ ａ の 上 面 に 亘 り 、 タ ン ク ４ ０ ３ 内 部 と 外 部 と を 連 通 す る 通 気 孔 ４ ０ ８ が 形 成
さ れ て い る 。 前 記 通 気 孔 ４ ０ ８ の 前 記 中 栓 部 ４ ０ ９ ａ 上 面 の 開 口 部 ４ ０ ８ ａ は 、 図 １ １ に
示 す よ う に 、 該 中 栓 部 ４ ０ ９ ａ の 略 中 央 部 に 形 成 さ れ た 開 口 部 ４ ０ ５ 近 傍 に 開 口 形 成 さ れ
て い る 。 ま た 、 前 記 通 気 孔 ４ ０ ８ の タ ン ク ４ ０ ３ 内 部 へ の 開 口 部 ４ ０ ８ ｂ は 、 該 タ ン ク ４
０ ３ 内 部 の 上 部 寄 り に 開 口 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
前 記 通 気 孔 ４ ０ ８ を 通 っ て タ ン ク ３ 内 部 を 外 部 に 通 気 す る こ と で 、 タ ン ク ４ ０ ３ 内 部 の 圧
力 が 変 動 し た 場 合 、 例 え ば 、 タ ン ク ４ ０ ３ 内 部 の 内 溶 液 が 減 少 し て タ ン ク ４ ０ ３ 内 部 の 圧
力 が 低 下 し た 場 合 に 、 前 記 通 気 孔 ４ ０ ８ を 介 し て 減 少 し た 内 溶 液 の 分 量 だ け 外 部 の 空 気 を
タ ン ク ４ ０ ３ 内 部 に 取 り 込 ん で 、 タ ン ク ３ 内 部 の 圧 力 を 一 定 に 保 つ よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
前 記 開 口 部 ４ ０ ５ 付 近 に は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 平 面 視 で 該 開 口 部 ４ ０ ５ の 一 部 と 連 続
的 に 形 成 さ れ る と と も に 該 開 口 部 ４ ０ ５ の 内 周 よ り 中 栓 部 ４ ０ ９ ａ 内 側 に 湾 入 し て 形 成 さ
れ 、 且 つ 該 中 栓 部 ４ ０ ９ ａ 上 面 よ り 内 部 に 凹 ん だ 液 体 少 量 供 給 部 ４ ２ ０ が 形 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
前 記 液 体 少 量 供 給 部 ４ ２ ０ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 開 口 部 ４ ０ ５ に 配 置 さ れ る 液 体 誘 導
体 ４ ０ ６ の 先 端 部 ４ ０ ６ ａ の 上 端 面 よ り 中 栓 部 ４ ０ ９ ａ 内 部 に 深 く 切 り 欠 か れ 且 つ 前 記 開
口 部 ４ ０ ５ の 一 部 と 連 続 的 に 形 成 さ れ た 液 体 流 入 路 ４ ２ １ と 、 前 記 液 体 流 入 路 ４ ２ １ よ り
も 中 栓 部 ４ ０ ９ ａ 内 部 に 深 く 凹 ん で 形 成 さ れ 、 該 液 体 流 入 路 ４ ２ １ に 流 れ 込 む 内 溶 液 ２ を
貯 溜 す る た め の 貯 溜 部 ４ ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
次 に 、 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 液 体 容 器 ４ ０ １ の 作 用 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る
。
液 体 容 器 ４ ０ １ 内 に 内 溶 液 ２ が 充 填 さ れ て い る 状 態 で は 、 図 ９ 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 液
体 誘 導 体 ４ ０ ６ の 毛 細 管 力 に よ り 常 に 液 体 誘 導 体 ４ ０ ６ の 先 端 部 ４ ０ ６ ａ ま で 内 溶 液 ２ が
含 浸 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
タ ン ク ４ ０ ３ 内 の 内 溶 液 ２ を 使 用 す る 場 合 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 ま ず 、 開 口 部 ４ ０ ５ 内
に 露 出 し て い る 液 体 誘 導 体 ４ ０ ６ の 先 端 部 ４ ０ ６ ａ に 棒 体 ３ ０ を 押 し 付 け て 開 口 部 ４ ０ ５
内 部 に 向 か い 変 形 さ せ る 。 す る と 、 先 端 部 ４ ０ ６ ａ は 棒 体 ３ ０ の 押 圧 に よ り 圧 縮 変 形 し 、
内 部 に 含 浸 さ れ た 内 溶 液 ２ が 先 端 部 ４ ０ ６ ａ の 上 側 に 押 し 出 さ れ 、 開 口 部 ４ ０ ５ に 隣 接 し
且 つ 連 通 し て 設 け ら れ た 液 体 流 入 路 ４ ２ １ を 通 っ て 貯 溜 部 ４ ２ ２ に 流 れ 込 む 。
【 ０ ０ ４ １ 】
そ の 後 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 棒 体 ３ ０ に よ る 押 圧 を や め て 先 端 部 ４ ０ ６ ａ か ら 離 間 さ せ
る と 、 先 端 部 ４ ０ ６ ａ は 弾 性 力 に よ り 元 の 形 状 に 復 元 す る 。 そ の 際 、 先 端 部 ４ ０ ６ ａ と 接
し て い る 内 溶 液 ２ は 再 び 先 端 部 ４ ０ ６ ａ よ り 液 体 誘 導 体 ４ ０ ６ に 吸 収 さ れ る が 、 貯 溜 部 ４
２ ２ に 流 入 し た 内 溶 液 ２ は 先 端 部 ４ ０ ６ ａ に 接 し て い な い た め 、 液 体 誘 導 体 ４ ０ ６ に 吸 収
さ れ る こ と な く 一 定 量 が 貯 溜 部 ４ ２ ２ 内 に 貯 溜 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
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内 溶 液 ２ を 使 用 す る と き は 、 前 記 貯 溜 部 ４ ２ ２ に 溜 ま っ た 内 溶 液 ２ を 細 い 綿 棒 等 の 毛 細 管
力 を 有 す る も の に 適 量 含 浸 さ せ て 使 用 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ こ で 、 前 記 液 体 誘 導 体 ４ ０ ６ に お い て は 、 貯 溜 部 ４ ２ ２ に 貯 溜 さ れ て 減 少 し た 分 の 内 溶
液 ２ は 、 速 や か に 毛 細 管 力 に よ り タ ン ク ４ ０ ３ 内 部 か ら 吸 い 上 げ ら れ て 補 給 さ れ 所 定 の 含
浸 量 に 戻 る 。 こ う し て 、 前 記 液 体 誘 導 体 ６ は 、 次 の 内 溶 液 ２ の 供 給 に 備 え る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ４ ４ 】
一 方 、 タ ン ク ４ ０ ３ 内 部 に お い て は 、 貯 溜 部 ４ ２ ２ に 貯 溜 さ れ た 分 量 の 内 溶 液 ２ が 減 少 す
る た め タ ン ク ４ ０ ３ 内 部 の 圧 力 が 低 下 す る が 、 通 気 孔 ４ ０ ８ を 介 し て タ ン ク 内 で 減 少 し た
容 積 分 の 空 気 が 外 部 よ り 供 給 さ れ て タ ン ク ４ ０ ３ 内 部 の 圧 力 は 一 定 に 保 た れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
以 上 の よ う に 、 第 ２ 実 施 形 態 を 構 成 し た の で 、 液 体 容 器 ４ ０ １ に よ れ ば 、 内 溶 液 を 供 給 す
る 開 口 部 ４ ０ ５ 近 傍 に 液 体 少 量 供 給 部 ４ ２ ０ を 設 け た こ と で 、 液 体 誘 導 体 ４ ０ ６ か ら 直 接
内 溶 液 ２ を 供 給 で き る だ け で な く 、 該 液 体 少 量 供 給 部 ４ ２ ０ の 貯 溜 部 ４ ２ ２ に よ り 精 密 に
内 溶 液 ２ を 貯 溜 し て 定 量 的 に 供 給 で き る の で 、 綿 棒 ２ ０ や テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ 等 に 内 溶 液 ２
を 定 量 的 に 含 浸 さ せ る こ と が で き る 。 し か も 、 内 溶 液 ２ が 貯 溜 部 ４ ２ ２ に 取 り 置 き さ れ て
い る の で 、 小 型 の 綿 棒 で も 自 然 な 毛 細 管 力 に よ り 液 体 を 適 宜 に 含 浸 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
尚 、 第 ２ 実 施 形 態 に お い て も 、 前 述 し た 実 施 形 態 と 同 様 に 、 液 体 誘 導 体 ４ ０ ６ の 構 成 や 材
質 、 通 気 孔 ４ ０ ８ の 構 成 な ど に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 さ ら に 、 前 述 し た 図 ５ ～ 図 ８ に
示 す 変 形 例 の よ う な 構 成 に 展 開 す る こ と は 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 説 明 し た よ う に 本 発 明 の 請 求 項 １ ～ ５ に 記 載 の 液 体 容 器 に よ れ ば 、 簡 単 な 構 成 で 、
綿 棒 や テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ な ど に 、 過 剰 に 供 給 す る こ と 無 く 、 自 然 な 毛 細 管 力 で 吸 収 で き る
分 量 の 内 溶 液 を 容 易 に 含 浸 さ せ る こ と が で き る と い う 優 れ た 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
詳 し く は 、 本 発 明 に よ れ ば 、 液 体 容 器 に お い て 、 液 体 を 収 容 す る タ ン ク と 、 前 記 タ ン ク 内
部 と 外 部 と を 連 通 す る 開 口 部 と 、 前 記 タ ン ク 内 部 か ら 前 記 開 口 部 に 亘 り 連 続 的 に 配 設 さ れ
て 該 タ ン ク 内 の 液 体 を 前 記 開 口 部 付 近 ま で 毛 細 管 力 に よ り 吸 い 上 げ る こ と が で き る 液 体 誘
導 体 と 、 前 記 タ ン ク 内 部 と 外 部 と を 通 気 す る 通 気 孔 と 、 前 記 タ ン ク 内 の 液 体 の 揮 発 を 防 止
す る キ ャ ッ プ と を 有 す る こ と で 、 タ ン ク 内 よ り 供 給 さ れ る 液 体 は 、 液 体 誘 導 体 の 毛 細 管 力
に よ り 吸 い 上 げ ら れ る 分 量 と な る た め 、 綿 棒 や テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ な ど で 開 口 部 の 液 体 誘 導
体 端 部 を 押 圧 す る こ と で 、 そ の 押 圧 加 減 に 応 じ て 液 体 誘 導 体 端 部 に 含 浸 さ れ た 液 体 を 綿 棒
や テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ な ど に 適 量 含 浸 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 前 記 液 体 誘 導 体 の 構 成 を 、 前 記 開 口 部 に 配 設 さ れ た 一 端 部 が 外 力
に よ り 変 形 し て も 復 元 可 能 と す る こ と で 、 液 体 誘 導 体 の 端 部 を 変 形 さ せ て 含 浸 さ れ た 液 体
を 押 し 出 す こ と が で き 、 繰 り 返 し 使 用 す る こ と が で き る 。
ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 前 記 連 通 孔 を 前 記 開 口 部 近 傍 に 形 成 す る こ と で 、 キ ャ ッ プ に よ り
開 口 部 を 密 閉 す る 際 に 連 通 孔 を 同 時 に 密 閉 す る こ と が で き 、 密 閉 状 態 を 確 実 に す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 前 記 液 体 誘 導 体 を 前 記 タ ン ク 内 部 か ら 前 記 開 口 部 に 亘 り 外 周 部 を
包 囲 す る 筒 状 の 保 持 部 材 を 介 し て 配 設 し 、 前 記 連 通 孔 を 前 記 保 持 部 材 と タ ン ク 内 壁 部 と に
よ り 形 成 す る こ と で 、 タ ン ク と 開 口 部 と を 簡 単 な 構 成 で 形 成 で き 、 か つ 組 立 て 作 業 を 容 易
に し て 、 し か も 確 実 に 連 通 孔 を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 前 記 開 口 部 付 近 に 、 該 開 口 部 に 配 設 さ れ た 液 体 誘 導 体 の 一 端 部 を
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押 圧 し た 際 に 溢 れ る 液 体 を 収 容 す る 液 体 少 量 供 給 部 を 設 け る こ と で 、 液 体 少 量 供 給 部 に 貯
溜 し た 所 定 量 の 液 体 を 供 給 で き る の で 、 綿 棒 や テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ 等 に 液 体 を 定 量 的 に 含 浸
さ せ る こ と が で き 、 し か も 小 型 の 綿 棒 で も 自 然 な 毛 細 管 力 に よ り 液 体 を 適 宜 に 含 浸 さ せ る
こ と が で き る 。
以 上 の よ う な 顕 著 な 効 果 を 奏 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 液 体 容 器 の 全 体 構 成 を 示 す 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 前 記 液 体 容 器 に よ る 綿 棒 へ の 液 体 供 給 操 作 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 前 記 液 体 容 器 の 開 口 部 近 傍 の 液 体 供 給 時 の 詳 細 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 前 記 液 体 容 器 の 開 口 部 近 傍 の 液 体 供 給 状 態 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 通 気 孔 の 変 形 例 の 構 成 を 示 す 部 分 詳 細 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の Ａ 矢 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 液 体 誘 導 体 の 変 形 例 と し て 毛 管 力 を 有 す る ス リ ッ ト の 構 成 を
示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 液 体 誘 導 体 の 変 形 例 と し て 毛 管 力 を 有 す る そ の 他 の ス リ ッ ト
の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 液 体 容 器 の 全 体 構 成 を 示 す 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 前 記 液 体 容 器 に 嵌 挿 さ れ る 液 体 誘 導 体 を 保 持 す る 保 持 部 材 の 構 成 を 示 す 側 面 断
面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ の Ｂ 矢 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 前 記 保 持 部 材 の 中 栓 部 近 傍 の 構 成 を 示 す 部 分 詳 細 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 前 記 液 体 誘 導 体 か ら の 液 体 供 給 時 の 内 溶 液 を 取 り 出 す 操 作 を 示 す 部 分 詳 細 断 面
図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 前 記 液 体 誘 導 体 か ら 所 定 量 の 内 溶 液 を 取 り 出 し た 状 態 を 示 す 部 分 詳 細 断 面 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 、 １ ０ １ 、 ４ ０ １ 　 液 体 容 器
２ 　 内 溶 液
３ 、 ４ ０ ３ 　 タ ン ク
４ 、 １ ０ ４ 、 ４ ０ ４ 　 液 体 供 給 部
５ 、 １ ０ ５ 、 ４ ０ ５ 　 開 口 部
６ 、 １ ０ ６ 、 ２ ０ ６ 、 ３ ０ ６ 、 ４ ０ ６ 　 液 体 誘 導 体
７ 、 ４ ０ ７ 　 キ ャ ッ プ
８ 、 １ ０ ８ 、 ４ ０ ８ 　 通 気 孔
９ 、 １ ０ ９ 、 ４ ０ ９ 　 保 持 部 材
２ ０ 　 綿 棒
３ ０ 　 棒 体
２ ０ ８ 、 ３ ０ ８ 　 ス リ ッ ト
４ ２ ０ 　 液 体 少 量 供 給 部
４ ２ １ 　 液 体 流 入 路
４ ２ ２ 　 貯 溜 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

(9) JP 2004-10089 A 2004.1.15



【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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